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本文書は次に示す内容を記載しています。QB-MINI2-RF 使用時の注意事項については，セットアップガイドにも

掲載されておりますので，あわせてお読みください。 

 QB-MINI2-RF の制限事項，注意事項 

 QB-MINI2-RF の動作について 

 

なお，QB-MINI2（MINICUBE2 本体），および対象デバイスの注意事項や，制限事項については，次に示す文書に

記載されておりますので，こちらもあわせてお読みください。 

 QB-MINI2 のユーザーズ・マニュアル 

 QB-MINI2 のリリースノート 

 対象デバイスのユーザーズ・マニュアル 

 対象デバイスの制限事項文書 
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第1章  製品バージョン 

QB-MINI2-RF の製品バージョンは，以下に示す通り MINICUBE2 RF ユーティリティ（以降 RF ユーティリティ）から確

認できます。ファームウエアのバージョンは，無線通信が確立されている場合，ホスト側とターゲット側の両方のバー

ジョンが確認できます。無線通信が確立していない場合は，ホスト側のバージョンのみ確認できます。 

 

図 1 管理記号とファーム･ウエアバージョンの確認 

 

 

RF ユーティリティ・バージョン 

ホスト側ファームウエア・バージョン 

ターゲット側ファームウエア・バージョン 

 

 

QB-MINI2-RF を使用する際は，以下に示すファームウエアと RF ユーティリティのバージョンを組み合わせてご使

用ください。ファームウエアについては，ホスト側とターゲット側のバージョンを統一してください。ファームウエアを更

新する場合，5 章を参照してください。 

 

 

表 0-1 ファームウエアと RF ユーティリティの組み合わせ 

No. ファームウエア RF ユーティリティ 

1 V1.00 V1.00 

2 V1.01 V1.01 

3 V1.03 V1.02 
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第2章  製品履歴 

表2-1はQB-MINI2-RFの制限事項，および仕様変更・追加事項一覧です。 

 

表 2-1 制限事項，仕様変更・追加事項一覧 

ファームウエア 
No 制限事項/仕様変更・追加 

1.00 1.01 V1.03 

1 セキュリティ設定時のペアリング機能仕様変更 × ○ ○ 

2 周波数チャネル数の仕様変更(SRRC(中国)/KCC(韓国)対応) × × ○ 

○：制限事項に該当しないか修正済み。または，仕様変更・追加を実施。 

×：制限事項に該当する。または仕様変更・追加を未実施。 

 

第3章  制限事項および仕様追加事項詳細 

No.1  セキュリティ設定時のペアリング機能の仕様変更 

【内 容】 ターゲット・ユニットとホスト・ユニットのセキュリティ設定が異なっている状態で，無線通信を確立しようとし

たとき，この間にペアリングだけ行われ，他のホスト側からの無線通信ができない仕様となっていましたが，

接続できる仕様に変更いたしました。 

ファームウエア V1.01，RFユーティリティ V1.01で仕様変更されています。 

セキュリティ
無効

ホスト・ユニット

ターゲット・ユニット

セキュリティ
有効

セキュリティ
無効

無線通信不可

セキュリティ
無効

ホスト・ユニット

ターゲット・ユニット

セキュリティ
有効

セキュリティ
無効

無線通信可能

ペアリング
する ペアリング

しない変更後

他のホスト・ユニット 他のホスト・ユニット

セキュリティ
無効

ホスト・ユニット

ターゲット・ユニット

セキュリティ
有効

セキュリティ
無効

無線通信不可

セキュリティ
無効

ホスト・ユニット

ターゲット・ユニット

セキュリティ
有効

セキュリティ
無効

無線通信可能

ペアリング
する ペアリング

しない変更後

他のホスト・ユニット 他のホスト・ユニット
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No.2  周波数チャネル数の仕様変更(SRRC(中国)/KCC(韓国)対応) 

【内 容】 使用可能な周波数チャネル数を変更しました。 

・変更前：チャネル 11～チャネル 25(全 15 チャネル) 

・変更後：チャネル 12～チャネル 25(全 14 チャネル) 

これは SRRC(State Radio Regulatory Commission)および KCC(Korea Communications Commission)の

電波法に対応するためです。 

ただし，本製品を中国/韓国において使用する場合は各国の電波法に対応した製品を使用する必要が

あります。各国の電波法に対応しているかどうかは製品裏面に下記の記載がありますのでご確認くださ

い。 

・中国：CMIIT ID の記載のある製品                     ：SRRC(中国に対応) 

・韓国：KCC ID の記載および, KC マーク表示がある製品       ：KCC(韓国に対応) 

 

 

KC マーク 
KCC ID

CMIIT ID 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：上記記載の無い製品は中国/韓国において使用しないでください。 
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第4章  注意事項 

QB-MINI2-RF を使用する際の注意事項を記載いたします。 

No.1 78K0 マイコンの OCD0A，OCD0B 端子について 

78K0 マイコンのオンチップ・デバッグ・インタフェースとして，OCD0A/OCD0B（クロック兼用端子）を使用してい

る場合，内蔵発振クロックを使用した動作，および外部クロック 4MHz，8MHz，16MHz の動作をサポートします。

それ以外の外部クロック周波数での動作は，未サポートになります。 

 

No.2 無線通信切断時の，ソフトウエア・ツールの動作について 

QB-MINI2-RF を使用してデバッグ等を行っている際に，無線通信が切断した場合（ターゲット・システムの電

源 OFF 時も含みます），ソフトウエア・ツール側のタスク処理が完結せず，応答不能になることがあります。例

えばデバッガでリアルタイム RAM モニター機能を使用している場合，変数値の読み込みができないような

ケースに該当します。 

このようなときは，無線通信を復帰することで，ソフトウエア・ツール側の処理も復帰します。 

ただし，無線通信を復帰できない状況の場合は，ソフトウエア・ツールを強制終了する必要があります。 

 

No.3 ターゲット・システム電源 OFF から ON 時の動作について 

無線ユニットをターゲット・システムに接続し，ターゲット・システムの電源を ON から OFF にし，再び OFF から

ON にするときは，電源電圧が GND 電位に落ちてから行うようにしてください。無線ユニットが起動しないこと

があります。 
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自己診断，ファームウエアの更新 
QB-MINI2-RF は故障していないかの自己診断，およびファームウエアの更新を MINICUBE2 自己診断ツールに

よって行うことができます。 

 

 自己診断を行う場合 

(1) QB-MINI2-RF のスイッチ設定を H にして MINICUBE2 と接続してください 

(2) ホスト・マシンと MINICUBE2 を USB ケーブルで接続してください。 

(3) MINICUBE2 自己診断ツールを起動し，SELF-TEST タブを開いてください 

(4) 以下に示す通り，[Wireless Unit]にチェックを入れ，[START]ボタンを押してください。結果が表示されま

す。以下の図は OK の場合です。NG の場合は，故障の可能性がありますので，特約店もしくは弊社営

業までお問い合わせください。 

(5) 自己診断完了後，MINICUBE2 から USB ケーブルを取り外してください。 

 

 

1.Check

2.Start

1.Check

2.Start
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 ファームウエアの更新を行う場合 

(1) QB-MINI2-RF のスイッチ設定を H にして MINICUBE2 と接続してください 

(2) ホスト・マシンと MINICUBE2 を USB ケーブルで接続してください。 

(3) MINICUBE2 自己診断ツールを起動し，F/W タブを開いてください 

(4) 以下に示す通り，[Wireless Unit]にチェックを入れ，[PATH]ボタンを押し，ファームウエア（HEX ファイ

ル）を指定してください。最新のファームウエアは，セットアップ・マニュアルに示すバージョンアップ・

サービスからダウンロードできます。 

(5) [START]ボタンを押し，ウィザードに従って操作を行ってください。ファームウエアの更新が開始します。 

(6) ファームウエアの更新が完了後，MINICUBE2 から USB ケーブルを取り外してください。 

 

 

 

3.Start 

2.Select hex file 

1.Check 
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